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特集 研究室から社会へ飛び立つイノベーション

さきがけ35周年記念シンポジウム　～若き知が躍動し未来へ駆ける35年～
さきがけ35周年記念シンポジウムを2026年9月11日（金）13時30分よりオンライン配信（Zoom Webinar）します。1991年創設のJST
さきがけプログラムは、日本の基礎研究とイノベーション創出に寄与してきました。2025年にはさきがけにゆかりの深い坂口志文博士と
北川進博士がノーベル賞を受賞し、さきがけの役割が再注目されています。このシンポジウムでは35周年を記念し、これまでの歩みや
若手研究者が活躍できる環境づくり、これからのチャレンジについて議論します。
◆詳細・参加登録 ： https://www.jst.go.jp/kisoken/presto/sympo/presto35th/index.html
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科学技術の急速な発展に伴い、大学などの研究室で生まれた革新的な技術をいち早く社会実装し、リアルな

課題解決へつなげる動きが加速している。今回の特集では、人とAIが共に進化する未来社会を目指し、自然な

対話で実践的な語学力を妥当に評価する「対話型診断AI」を実用化した早稲田大学発のスタートアップを紹介。

さらに、球駆動による独自の全方向移動装置で、変種変量生産や労働力不足に悩む日本の製造現場に柔軟な

生産ラインの変革をもたらす九州工業大学および産業技術総合研究所発のスタートアップの挑戦に迫る。
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対話型診断に特化したAIエージェント構築
英会話サービスに導入し社会実装が進展

特集
1

人工知能（AI）の急速な進化に伴い、与えられたタスクに自律的に取り組むAIエージェントの市場が
世界的に拡大しつつある。そうした中、早稲田大学発のスタートアップ企業であるエキュメノポリス
の松山洋一代表取締役（CEO）は、対話型の診断に特化したAIエージェントを研究開発。JSTなどの支
援制度を積極活用して研究成果の社会実装をしている。第1弾となる英会話能力診断・学習支援AI
サービス「L

ラングエックス・
ANGX S

ス ピ ー キ ン グ
peaking」は、すでに多くの大学や自治体に導入されている。

JSTnews AUGUST 2026

松山 洋一
Matsuyama Yoichi

株式会社エキュメノポリス 
代表取締役（CEO）
2025年よりA-STEP研究責任者

大学発スタートアップの起業前段階から、市場や出口を見据えた研究開発・事業育成による事業化を
支援する。

JSTの研究開発成果の実用化を目指すスタートアップに対し、出資や人的・技術的援助を行う。	
スタートアップが行う事業活動を通じて、JSTの研究開発成果の実用化・社会還元の促進を目指す。

大学等の研究成果（技術シーズ）の社会実装を目指す、スタートアップ等による実用化開発を、開発費
の貸付により支援する。

大学発新産業創出プログラム（START）
プロジェクト推進型 SBIRフェーズ1支援

出資型新事業創出支援プログラム
（SUCCESS）

研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）
実装支援（返済型）
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スは「惑星規模の世界都市」を意味し、
「人とAIの共進化」という松山さん
が理想とする未来社会への思いが込
められている。
　2022年に創業したエキュメノ
ポリスは、第1弾の製品として対話
型 の 英 会 話 能 力 診 断 サ ー ビ ス

「LANGX Speaking」を23年にリ
リース。現在は、「LANGX事業」と
OEM形式の「AIプラットフォーム
事業」の2本立てでビジネスを展開
している。前者は、独自開発した対話
型診断AIアプリケーションを提供
するというもの。後者は、対話型診断
A I エ ー ジ ェ ン ト の A I プ ラ ッ ト
フォームをパートナー企業にライセ
ンス供与し、各社のブランドで展開
するというものだ（図1）。

非言語情報分析し会話自然に
品質管理など3つの重要技術

　松山さんがLANGX Speakingの
診断基準として採用したのは、学習
者の能力を単語力や文法力だけでな
く、実践的なコミュニケーション能
力に基づいて評価する指標「CEFR

（ヨーロッパ言語共通参照枠）」だ。こ
れまでの英会話学習は人間の講師と

　AIチャットボットをはじめとす
るAI技術が人々の生活やビジネス
に浸透し、人間とAIの共存はすでに
当たり前になりつつある。こうした
中で、「ディープ“ヒューマン”テッ
ク」という独自の視点で「人とAIの
共進化社会の創出」を目指している
のが、早稲田大学発のスタートアッ
プ・エキュメノポリスの創業者兼代
表取締役（CEO）である松山洋一さ
んだ。
　早稲田大学の学部生時代は文学部
で学び、映画監督を目指していた経
歴の持ち主で、当時から人と人との
コミュニケーションや社会的な認知
機構に関心があったという。「20世
紀のメディアが映像・映画なら、21
世紀のメディアはインタラクティブ
でインテリジェントな情報伝達の在
り方ではないかと考えました」と語
る。大学院では一転して理系に進み、
早稲田大学大学院基幹理工学研究科
情報理工学専攻で博士号を取得した
後、米国のカーネギーメロン大学で
博士研究員としてダボス会議公式
バーチャルアシスタントの研究開発
や大手テック企業との各種会話AI産
学連携プロジェクトを主導。2019年
度 に 早 稲 田 大 学 グ リ ー ン・コ ン
ピューティング・システム研究機構
の知覚情報システム研究所に主任研
究員（研究院准教授）として着任した。
　その後、AIによる対話型診断に
ターゲットを絞り、音声やテキスト
だけでなく動画や画像など複数のモ
ダリティ（情報形式）を処理できるマ
ルチモーダルなAIを採用した「対話
型診断AIエージェント」の研究を進
めてきた。会社名のエキュメノポリ

人とAIの共進化社会を創出
｢惑星規模の世界都市｣に思い

向き合うのがメインで、AI技術は主
に英単語学習アプリなどの周辺ツー
ル に 使 わ れ て き た 。L A N G X 
Speakingは英会話そのものにAIで
切り込んだ先駆的な製品である。
　LANGX Speakingは、利用者が
ログインするとすぐに画面内のAI
エージェントが話しかけてきて会話
が始まる（図2）。会話の内容は学習者
のレベルや理解度に合わせて、簡単
な話題から複雑な社会問題まで多岐
にわたり、言いよどんだ時は声をか
けるなどのアクションを起こしてく
れる。学習者の発話内容だけでなく
表情や声のトーンなどの非言語情報
も分析して対応するので、まるで人と
話すような自然なやり取りができる。
　また、大規模言語モデルなどさま
ざまなAI技術が使われており、中でも
重要な技術が3つある。1つ目はマル
チモーダル対話エージェントである

図1　エキュメノポリスのビジネスモデル。AIプラットフォーム（EQU AI Platform）を基盤として、
LANGX事業では独自開発したアプリケーションを提供し、AIプラットフォーム事業ではパートナー企業に
技術ライセンスを供与して製品・サービスを共同開発する。

図2　LANGX Speakingでの会話の様子。
学習者は発話のたびにボタンを押す必要はなく、
人と話すように自然に会話ができる。

BtoC BtoBtoC代理店

卸売

代理店販売

パートナー機関

ライセンス販売

OEM販売

エンドユーザー

独自アプリケーション
LANGX事業

パートナー ・ アプリケーション
AIプラットフォーム事業

企業 大学 小学校・中学校・高校 その他の教育機関

課題名　診断評価・学習支援向け会話AIエージェントプラットフォームの開発
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も多かったという。
　英語能力判定テストをLANGX 
Speakingに変更したことで、学生
がより適切なレベルで授業を履修で
きるようになった。「学期末には、
LANGX Speakingによる能力判定
を再度実施し、英会話能力の変化を
分析して毎年大学に報告していま
す」と松山さんは話す。
　2024年には、通信教育で知られ
るZ会グループのエデュケーショナル
ネットワークとLANGX Speaking
の代理販売契約を締結し、大学など
の高等教育機関向けに提供を開始し
た。現在では、中央大学や九州大学な
どの国公私立大学のほか、文部科学
省の事業を通じて千葉県や岐阜市と
いった自治体の中学校・高校にも提
供。中学校の教員から「LANGX 
Speakingを使ったグループは、文
と文をつないで自分の考えを述べら
れるようになり、授業中の会話が変
わってきた」など効果を実感する感
想が寄せられている。

多様な企業提携でOEM販売
英検2次試験の面接再現も

　AIプラットフォーム事業につい
ても、直近では収益規模がLANGX
事業を上回るなど、着実に成長して

いる。松山さんたちが目指している
のは、対話型診断AIエージェントが
さまざまな現場で社会インフラとし
て機能する世界であり、そのために
は多様なパートナー企業と提携して、
対話型診断AIエージェントをOEM
販売してもらうことが欠かせない。
　日本英語検定協会との提携では、
2026年秋をめどに、実用英語技能
検定（英検）の2次試験である面接を
LANGXで丸ごと再現して、英検2次
試験に準じた模擬面接のオンライン
提供を開始予定だ。英検の評価観点に
基づいた採点機能を搭載しているので、
学習者は効率的に学習を進められる。
　Z会は、受講者向けに提供する対話
型英語学習サービス「AI Speaking」
を、エキュメノポリスのAIプラット
フォームを導入して大幅リニューア
ル。「Z会 AI Speaking powered by 
LANGX」として2026年7月から提供
している。AIプラットフォーム上に、Z
会のカリキュラムに紐

ひも
付いたオリジ

ナルのスピーキングレッスンを構築
し、日々の学習の中で「インプット（読
む・書く・聞く）」した内容を、その場で
すぐに「アウトプット（話す）」すること
で、英語学習の質を高められるという。
　言語教育の現場からの依頼が増え
ている背景には、今までの英会話教
材では受講者の能力の開発や判定に

「I
イ ン テ ラ
nteLLA」だ。学習者のレベルや理解

度に合わせた状況をつくり、質問の難
易度や会話の流れをリアルタイムに
調整することで、自然な会話ができ、
学習者の潜在的な能力を引き出せる。
　2つ目は、音声や表情、視線などの
マルチモーダル情報を統合的に解析
し て 学 習 者 の 能 力 を 判 定 す る

「G
グ ノ ー シ ス
nowsis」だ。学習者の能力を判定

するだけでなく、判定理由を明確に
説明し、さらに、学習者の強み・弱み
を分析して次のレベルに進むために
すべきことを示す（図3）。3つ目は、
対話品質管理モジュールの「DQA

（Dialogue Quality Assurance）」
だ。AIの応答の流

りゅうちょう
暢さ、文脈整合性、

相互作用の自然さなどを第三者の立
場で多面的・定量的に分析・評価して、
InteLLAとGnowsisが正しく機能し
ているかどうかをチェックすること
で、LANGX Speakingの信頼を担保
する役割を担う。

早稲田大のクラス分けで効果
自治体や企業を通じ利用拡大

　LANGX Speakingは、すでに多く
の教育機関、自治体、企業で導入が進
んでいる。最初に導入したのは、松山
さんの母校である早稲田大学だ。
2023年度の新学期から毎年約1万
人の学生の英会話能力を判定し、結
果に応じて人間の講師が行う英会話
授業のクラス分けに利用している。
　同大学のクラス分けでは以前、オ
ンライン英語能力判定テストで主に
リスニング能力と語

ご い
彙・文法知識を

測定し、これらを基にスピーキング
能力を評価してきた。だが、テストの
判定が実際のコミュニケーション能
力を十分に反映しておらず、レベル
が合わないクラスに配属される学生

図3　Gnowsisによる能力判定の画面。CEFRに基づく6段階評価や判定理由、今後の学習課題などを
学習者にフィードバックする。総合評価の他、6項目ごとの詳しい評価や助言も得られる。

研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）実装支援（返済型）
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限界があるからだと松山さんは推測
する。「AIが自然な会話ができる時代
になり、AI技術を導入したインタラク
ティブな英会話教材を作ろうという
動きが各所で起きていると感じます。
確かにAIに自然な会話をさせること
自体は、今や多くの企業にできます。
でも、本当に難しいのは単に自然な
会話をさせることではなく、その会
話で『能力を妥当に測る』ことです。
これを高い水準で兼ね備えた企業は
海外を含めてもほとんどないため、
弊社に声がかかるのだと思います」。

公的支援制度を効果的に活用
医療・雇用など重要分野へ拡充

　エキュメノポリスの事業は順風満
帆に見える。研究者から起業家に転
身した松山さんはこれまで、戦略を
立てた上で努力も欠かさなかった。
以前は、基礎研究を社会実装するた
めの公的支援制度を毎日のように
チェックし、条件が合うプログラム
があれば必ず申請していたという。

だが、やみくもに申請していたわけ
ではない。申請の際には、政府発行の
白書を読み込み、マクロのトレンド
を踏まえた上で、自分たちの研究の
方向性や強みをアピールするように
心掛けていた。「戦略的に取り組んだ
ことで、採択される率も上がりまし
た。また、なぜこの会社を創業するの
か、なぜこの研究なのかといった、自
分たちの強みを考える良い機会に
なったと考えています」と語る。
　その結果、エキュメノポリスの創業
以前から現在に至るまで、JSTをはじ
め、新エネルギー・産業技術総合開発
機構（NEDO）や情報通信研究機構

（NICT）の支援制度を効果的に活用
できた（図4）。現在は、JSTのA-STEP 
実装支援のもとで多言語化や対人ス
キルの評価の研究開発に取り組んで

おり、一例として、日本で働く外国人
の日本語会話能力の診断サービス

「LANGX Japanese」を開発中だ。
　 N I C T の 革 新 的 情 報 通 信 技 術

（Beyond 5G（6G））基金事業 要素
技術・シーズ創出型プログラムでは、
対話型診断AIエージェントの品質
評価指標を策定し、国際標準化を目
指している。将来的には語学分野に
とどまらず、医療・ヘルスケア、行政、
雇用などより重要かつ責任の大きい
分野に広げていきたいと話す。その
場合には、AIが下した判断にどう信
頼を与えるのか、社会にどう受け入
れてもらうのかが極めて重要となる
ため、今後はそのための研究も深め
ていきたい考えだ。
（TEXT：肥後紀子、PHOTO：上樂博之）

図4　エキュメノポリスが活用した主な公的支援制度と開発の流れ。JSTの研究成果展開事業大学発新産業創出プログラム（START）などを通じて、要素技術の
研究開発や概念実証、実現可能性調査を実施し、エキュメノポリスを設立。NICTやNEDOの制度も活用しながら研究開発を展開している。

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
JST START

AI

JST SBIR JST SUCCESS
による出資

1
AI

XR

NEDO 
AI

NICT Beyond 5G SBIR 2
AI

XR

NEDO STS
AI

AI

Gnowsis

EQU DQA

Plands

InteLLA

JST A-STEP

研究は、論文を書いて終わりではありません。現象を分析し
モデル化することはもちろんのこと、その知見に基づいて現実
社会の中で動くシステムをつくることで、より深い理解へ至るの
だと信じています。私にとって起業は、研究活動を手放すことで
はなく、むしろその発展形です。研究室の外に出てこそ見える
現象があり、その先に真の社会イノベーションがあるはずです。
研究者的知性が、まさに時代に求められていると感じています。

課題名　診断評価・学習支援向け会話AIエージェントプラットフォームの開発
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宮本 弘之
Miyamoto Hiroyuki

株式会社TriOrb

石田 秀一
Ishida Shuichi

株式会社TriOrb 代表取締役CEO

球駆動の新たな全方向移動ロボットを開発
柔軟性のある工場が「ものづくり」を変える
製造業はかつての大量生産から、さまざまな製品を少量ずつ作る生産方式に移行している。しかし、固定
されたコンベヤーを利用する従来の生産ラインは柔軟性に欠くため、生産性を向上させるのが難しい。
九州工業大学および産業技術総合研究所発のスタートアップ企業であるT

トライオーブ
riOrbは、製造の現場で資材や

仕掛品、さらにはアームロボットなどの設備も移動させられる、新方式の全方向移動ロボットを独自に開発。
単に物を運ぶだけでなく、生産設備も自動で切り替える「移動プラットフォーム」として、工場の生産体制
そのものを変革しようとしている。

特集
2

事業プロモーターのマネジメントのもと、大学などの技術シーズに関して、事業戦略・知財戦略などを構築し、
成長する大学等発スタートアップ創出を目指す研究開発プロジェクトを推進する。

大学発新産業創出プログラム（START）
プロジェクト推進型　起業実証支援

JSTnews AUGUST 2026
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製造現場のデジタル推進対応
柔軟で拡張性高いライン実現

　かつて「ものづくり大国」と呼ばれ
た日本を支える製造業の現場は現
在、さまざまな課題を抱えている。
中でも、豊富な労働力を背景に安価
な製品を製造する海外勢にいかに
対抗していくかは喫緊の課題となっ
ており、製造現場のデジタルトラン
スフォーメーション（DX）は待ったな
しの状態だ。
　その課題に対し、移動というアプ
ローチで製造現場の在り方を根本か
ら変えようとしているのが、2023年
に創業した九州工業大学および産業
技術総合研究所（産総研）発のスター
トアップ企業であるTriOrbだ。同社
は、資材や製造途中の仕掛品を運搬
するだけでなく、工場内の生産設備
そのものを移動させて配置を変更で
きる、球駆動の全方向移動プラット
フォーム「T

トライオーブ
riOrb B

ベ ー ス
ASE」を独自に開

発（図1）。柔軟で拡張性の高いフレ
キシブルな生産ラインを実現するこ
とで、製造業の現場で求められる変
種変量生産や労働人口の減少、DX
推進に対応することを目指している。
　TriOrb BASEは、3つの球体と3つ
のモーターというシンプルな構成で
全方向に移動できる新しい仕組みの
移動装置だ。凸凹や十数mmの段差

の乗り越え、ミリ
単位の高い精度
の位置決め、耐荷
重など、既存の全
方向移動ロボット
では難しかった課
題をクリアした。
同社の石田秀一代表取締役CEOは、

「重さが300kgから1tまでの物を運
べ、移動の精度をミリ単位で制御で
きます。一般的に工場の通路幅は倉
庫などと比べると狭くてロボットの走
行に適さないのですが、70cm程度
の幅でも動き回れます」とTriOrb 
BASEの性能を説明する。
　TriOrb BASEは自律走行できる
だけでなく、複数台を協調させて物
を運ぶこともできる（図2）。人間が2
人で重い物を運ぶようなものだ。1
台で500kgを運べるとしたら、2台
が協調することで1tの物を運べる。
クレーンやリフトといった大型設備
に限られていた長尺物や重量物の
搬送を自動化することで、工程間の
リードタイムを短縮し、固定設備へ
の依存を軽減することが可能となる。
　さらに、TriOrb BASEをアームロ
ボットと組み合わせることで、従来は
固定装置だったアームロボットを、工
程間を柔軟に行き来する「移動する
アーム」へと進化させられる（図3）。
固定ロボットとコンベヤーが必要

だった工程を移動式に置き換えるこ
とで、省スペース化したり、工場内を
自在に移動させて生産ラインを柔軟
に組み替えたりできるようになった。

3つの球体とモーターで構成
後退や旋回移動もシンプルに

　TriOrb BASEは、前後左右だけで
なく斜めも含め、あらゆる方向に移動
できる。この自由自在な移動を可能に
しているのは車輪ではなく、3つの球
体だ（図4）。3つの球体を、独立した3
つのモーターが駆動するローターで
挟み込み、ローターの回転力を球体に
伝えて台座を移動させる。ローターの
回転方向や回転速度を制御すること
で、前進だけでなく、後退、斜め前進、旋
回といったさまざまな移動を実現する。
　九州工業大学の宮本弘之准教授

（当時）と石田さんをはじめとする研究
室のメンバーが球駆動の技術を実現
する前から、全方向に移動可能な仕組
みはいくつか存在していた。例えば、
1973年にスウェーデンで生まれた「メ

課題名　産業用ロボットの生産性向上を実現する球駆動式全方向移動装置技術の事業化

図3　ミリ単位の精度で位置決めができるTriOrb BASEにアームロボットを
載せて移動可能にすることで、生産ラインを適時組み替えて柔軟な生産体制
を実現できる。

図2　2台のTriOrb BASE（資材下部の前後にある2つの黒いボックス）で1
つの資材を運べる。重い資材を運ぶための専用ロボットやクレーンなどの設
備を必要としない。

図1　TriOrb BASE
には複数のモデル
がある。左は1t、右
は300kgまで物を
運べる。ほとんどの
場合、ユーザーの
要望に応じて性能
をカスタマイズす
るという。
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カナムホイール」がある。外周にいくつ
ものローラーを斜めに取り付けた構
造の特殊な車輪で、全方向移動可能
な軍用車両の開発中に発明された。
これを自動車の車輪のように4つ装着
し、それぞれの車輪の回転方向を変
えることで、前後左右や斜めといった
全方向への移動が可能になる。しかし、
メカナムホイールは車輪の構造が複
雑で、横移動時の段差に弱かったり、
位置決めの精度を上げにくかったり
するという制約があるという。
　3つの球体を使うアイデアが生ま
れたのは、石田さんが九州工業大学
の学生だった時にさかのぼる。生物
工学が専門の宮本さんから示された
卒業論文テーマが3球駆動式全方向
移動だった。自律型ロボットによる
サッカーの競技会「ロボカップ」に参
加した際に車輪による移動では性能
が十分ではないと考えていた。「もっ
と効率的に動くロボットを作りたいと
思っていて、全方向に動かしたいの
なら球体が理想だという考えはずっ
と持っていました」と振り返る。

実用化課題を2つの工夫で克服
創業の翌年にJSTから出資

　この技術を実際の製造現場で使え
るものにするため、実用化に向けた

開発が進められた。最大の課題は、球
体が滑って制御できなくなる場合が
あることだった。球駆動式全方向移
動ロボットは、ローターの回転力を球
体に伝えて動くが、急な方向転換を
する時にローターの回転力が球体に
伝わらない現象が起きていたのだ。
　この課題を解決したのは2つのア
イデアだった（図5）。1つは、2016年
にJSTのマッチングプランナープログ
ラムの成果を踏まえてローターの素
材をゴムからステンレスに変えたこと
である。それまでのゴム製ローターは
滑りにくい代わりにすぐに摩耗してい
た。金属製のローターは多少滑って
も摩耗しないメリットが大きいという。
　もう1つは、九州工業大学の学生
だった松本祥樹さん（現TriOrb）の

「三角すい」のアイデアだ。それまで
球体の真横からローターを押し当て
ていたが、図4の構成を崩さず斜め
上から地面に向かって押しつけるよ

うな角度に変更できたのだ。運搬物
の重量がかかることでローターが球
体を下向きに押さえつける格好にな
り、空回りを防げるようになった。
　これらの成果が2019年のJSTの
社会還元加速プログラム（SCORE）
などの採択につながった。
　2020年にJSTの大学発新産業創
出プログラム（START）に採択され
ると、産業用として生産現場で使え
る全方向移動ロボットの具体的な開
発に着手した。
　2023年2月、石田さんは意を決し
て、自らが代表取締役CEOとして
TriOrbを創業した。翌24年9月には、
JSTが出資型新事業創出支援プログ
ラム（SUCCESS）で同社への出資を
決定。九州工業大学を退職した宮本
さんも25年に同社に参加した。宮本
さんは、「大学の研究では瞬間的にで
も最高性能が出れば良いという考え
もありますが、STARTや企業でそれ

図4　TriOrb BASEの移動の仕組み。正三角形の各頂点に配置された球体を、モーターで駆動するローターによって回転させることで、あらゆる方向への
移動を可能にしている。

ボール
（2）

ボール
（3）

ローター
（3）

ローター
（1）

ローター（2）

ボール
（1）

旋回
（反時計回り）

ボール
（2）

ボール
（3）

ローター
（3）

ローター
（1）

ボール
（2）

ボール
（3）

ローター
（3）

ローター
（1）

ローター（2） ローター（2）

直進走行
（左斜め前進）

ボール
（1）

ボール
（1）

直進走行
（後退）

球体

モーター

ローター

図5　TriOrb BASEを裏返し
て手前の球体を外したところ。
球体に回転力を伝えるロー
ターがステンレス製になって
いる。ローターに角度を付ける
ことで下向きに押さえつける
ようにしており、斜めになって
いる3枚のプレートを伸ばすと
三角すいになる。

大学発新産業創出プログラム（START）
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は通用しません。現場に赴いてユー
ザーから直接要望を聞きながら研究
開発を進めています」と、新たな環境
で活躍している。

製造現場のニーズを徹底調査
工場の生産ラインに的を絞る

　こうした開発に至るまでには、用途
を模索する試行錯誤のプロセスが
あった。石田さんは、宮本研究室が開
発した球体による全方向移動機構を
すぐさま起業に結び付けたわけでは
ない。博士号を取得した後、産総研の
生産計測技術研究センターに入所し、
さまざまな企業の製造現場で設備の
異常診断や解析手法の開発に取り組
んでいた。
　石田さんに転機が訪れたのは2019
年のことだった。宮本さんが、球体に
よる全方向移動ロボットの社会実装を
目指してSCOREに応募するために石
田さんに声を掛けたのだ。しかし石田
さん自身は当時、自身が起業すること
は考えておらず、誰か別の人が会社を
立ち上げた際には自分はアドバイス
役に回るくらいを想定していたという。
　宮本さんの開発計画がSCOREに
採択された後、球体による全方向移
動ロボットの市場調査や設計を実施
し、おもちゃから自動車への応用まで、
幅広いアイデアが生まれた。しかし、
具体的な用途を絞り込んでいなかっ
た。そのため起業支援を目的とする
SCOREのアドバイザーからは「事業
化という点においてコンセプトが曖
昧であり、何ができるか伝わりにくい」
という厳しい評価を得た。
　全方向移動ロボットを使って何の
ビジネスをするのか。事業開発とい
う視点に立ち、石田さんと宮本さん
はあちこちの現場に自ら足を運んだ。

「病院の手術室にも行きました」と石
田さんは当時を振り返る。そこで役
に立ったのが、産総研で企業の製造
現場に通い続けた経験だ。全国各地
で製造現場の声の聞き込みを続け
る中で、移動ロボットを工場の生産ラ
インで使うという用途に絞り込んだ。

米デトロイトにも現地法人
フィジカルAIで現場を変革

　創業から3年が経った現在、TriOrb 
BASEは自動車産業や鉄鋼業、半導体
製造ラインなど複数の業界で導入さ
れつつある。石田さんは、「製造業の
中で、全方向移動ロボットによっても
のづくりの在り方が変わるという認識
が広がっています」と手応えを語る。
　2025年には北米の主要展示会に
連続出展し、現地の製造業関係者から
大きな反響を得たことから、26年1月
には製造業の集積地であるミシガン
州デトロイトに現地法人を設立。その
1カ月後、事業拡大に対応するため、本
社のある北九州市に加えて東京・大手
町にオフィスを開設した。さらに6月に
は、第三者割当増資と融資を合わせ
て28.8億円の資金調達を実施。これ
まで継続してきた実証実験のフェー
ズから、市場への本格導入および量
産化フェーズへと事業を移行させた。

　今後は、ハードウエアの改良を続け
つつ、工場全体を1つの人工知能（AI）
と見なして、移動ロボットが自律的に
移動するだけでなく判断するフィジカ
ルAIの分野にも取り組みたいとして
いる。TriOrb BASEは本体の4方向
に取り付けた魚眼カメラで周囲の環
境を認識し、その情報を基に環境地
図を作成し、自分の位置を推定しなが
ら走行する。将来的には工場全体を
動き回る中で工場の空間情報をデジ
タル化し、製造設備の切り替え提案や
コンサルタントのような役割まで担う
ようにしたいと石田さんは構想してい
る。「私たちが取り扱っているのは、た
だの運搬装置ではありません。工場
の生産体制全体なのです」。
　創業したばかりのスタートアップ
企業というと若い社員が多いイメー
ジがあるが、TriOrbには大手メー
カーから転職した40代から60代の
社員も多い。取材中には、作業机に
座り、巧みに工具を使いこなす社員
を見かけた。「最先端技術で勝負す
るスタートアップ企業が多い中で、
ものづくり精神に共感して集まって
くれる人がたくさんいます」と話す
石田さんからは、ものづくりのまち
北九州市から製造現場を変えたいと
いう熱い情熱が伝わってきた。
（TEXT：島田祥輔、PHOTO：鍋田広一）

これまでを振り返ると、ただ面白そうなこ
とに夢中で取り組んできたように思いま
す。その中で、世の中に役立ち、誰もやって
いない、シンプルなものづくりを目指して
きました。多くの方々の支えと協力があっ
てこその今なので、心から感謝しています。

自分たちの技術が社会で使われていくのを見る
のは研究者、技術者として大きな魅力ですが、技
術だけでは社会実装はできません。いろいろな
業種・業界の人を巻き込む必要があります。今は
多くの人と仕事ができ、とても楽しんでいます。

課題名　産業用ロボットの生産性向上を実現する球駆動式全方向移動装置技術の事業化
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液体金属とメアンダコイルで
安全性を保ちつつ高効率送電

　つくばエクスプレスの柏の葉キャ
ンパス駅からバスで約10分のとこ
ろにある東京大学柏キャンパス（千
葉県柏市）。東京大学大学院工学系
研究科の高橋亮特任助教の研究室
に入ると3Dプリンターが稼働して
おり、プラスチックの溶けた独特な
香りが漂う。ものづくりの研究室と
いう雰囲気だ。
　高橋さんは、衣類にコイルを編み
込ませて無線で給電・通信ができる
服の開発や、そこから発展した無線
通信デバイスの開発に取り組んで
いる。スマートウオッチなどのウエア

ラブルデバイスには、バッテリーを
小型化・軽量化しつつ長時間使用し
たいというニーズがあり、衣類から
の給電はこれをかなえる可能性が
ある。将来的には、皮膚に貼り付け
るだけで血圧測定や血流の可視化
が可能なシート状デバイスの実現
に向けた無線給電・通信技術の開発
も目指している。
　学生時代にロボットサークルでロ
ボット制御を担当し、ものづくりがし
たいと考えて同研究科の川原圭博
教授の研究室を志望した。そこで
知ったのが、ケーブルをつなげずに
電力を送る無線給電という技術だっ
た。当時、プラスチック製の無線給
電シートを開発してジャケットの裏

地に貼り付けていたものの「プラス
チックは服になじまないので、内蔵
したいと考えていました」と、高橋さ
んは振り返る。
　無線で給電・通信する方法の1つ
にコイルの活用がある。送信側のコ
イルに電源をつなぐと磁界が生じ、
受信側のコイルが磁界の影響を受
けて電流が発生するという原理だ。
しかし、衣服サイズの大きなコイル
を作ると、生じる磁界が大き過ぎて
人体内部に悪影響を及ぼす恐れが
ある。安全性の観点から数mWまで
しか給電できず、範囲も人体全体の
面積の5％程度に限られていた。
　そこで高橋さんが思い付いたの
は、コイルの巻き方を工夫すること
だった。一般的なコイルは同じ方向
に巻き続ける。これに対して、数回巻
くごとに方向を変える「メアンダコ
イル」にすることで、コイルの中心で
磁界が打ち消されて人体に干渉せ
ず、衣服のごく近くのみに磁界を閉
じ込めることができる（図1左）。
　また、コイル内部の素材を、常温
で液体化する合金（図2）にすると
いった工夫を重ね、安全性を保ちな
がら全身の70％の範囲に2.5Wの

第32回

社会実装につながる研究開発現場を紹介する「イノベ社会実装につながる研究開発現場を紹介する「イノベ
見て歩き」。第32回は、ウエアラブルデバイスやセン見て歩き」。第32回は、ウエアラブルデバイスやセン
サーへの無線給電・通信を可能にする衣服を開発していサーへの無線給電・通信を可能にする衣服を開発してい
る東京大学大学院工学系研究科の高橋亮特任助教をる東京大学大学院工学系研究科の高橋亮特任助教を
訪ねた。指輪型の無線マウスの開発にも成功しており、訪ねた。指輪型の無線マウスの開発にも成功しており、
将来的には健康データも無線で取得できる服型の生体将来的には健康データも無線で取得できる服型の生体
データ通信インフラの実現を目指している。データ通信インフラの実現を目指している。

取材・撮影等協力：東京大学柏キャンパス取材・撮影等協力：東京大学柏キャンパス

《連載》

無線で給電・通信ができる衣服を実現無線で給電・通信ができる衣服を実現
多彩なウエアラブルデバイス活用に道多彩なウエアラブルデバイス活用に道

図1 （左）同じ方向で巻き続けたコイル（A）は、内側に強い磁界（緑色の部分）が発生するため人体に悪
影響を及ぼす恐れがある。これに対して、数巻きごとに巻く方向を反対にするメアンダコイル（B）では、
コイルの周辺の一部のみに磁界が発生する。（右）無線給電・通信服の試作品。右側の服ではメアンダ
コイルを2つに分割した作動構造にすることで、高効率な通信も可能だ。

東京大学 大学院工学系研究科	
特任助教
2021～25年ACT-X研究者

高橋 亮
Takahashi Ryo

人体に安全なメアンダコイル

A B
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電力を高効率で送る全身無線給電・
通信服を実現した。さらに、メアンダ
コイルを2つに分割し、人が動いて
も安定して給電および通信できる
方法も開発した。電力損失の大きな
市販の導電糸を使っても、NFC（近
距離無線通信）センサータグへの安
定した給電と、ノイズに強く低消費
電力での通信を可能にしたのだ。

電池いらずの指輪型マウスで
ARグラスを自由自在に操作

　高橋さんが次に見据えたのが、指
輪 型 の 入 力 デ バイスだ 。以 前 、
MetaやMicrosoftと共同開発した
経験があり、現実の風景にデジタル
情報を重ねて表示できるAR（拡張
現実）グラスの操作デバイスとして
指輪型マウスを想定している。しか
し、指輪はサイズが小さく搭載でき
るバッテリーの容量が限られ、ARグ
ラスにBluetoothなどでリアルタイ
ムに操作データを送信し続けると、
すぐにバッテリー切れしてしまう。指
輪から最も近い手首に着けるリスト
バンド型デバイスから無線給電する
にしても、リストバンドから指輪まで
は10cm以上離れており、無線給電
では給電効率は1%を下回るという。
　そこで高橋さんは、指輪には電力
を送らず、指輪の操作シグナルだけ
を受け取ることを目指した。最初に
開発したのが、クリックのみ可能な

指輪型デバイスだ。「クリックとは物
理的なスイッチ操作です。クリックし
た時に指輪内のコイルの共振周波
数を無電源で変えるように設計し、
その周波数の変化をリストバンド型
デバイスで受信すれば、指輪型デバ
イスはバッテリーが不要になりま
す」。全身無線給電・通信服の研究で
培った技術を用いて高感度コイル
を設計し、「バッテリーレス」の指輪
型デバイスを開発した。
　さらに、クリックだけでなくマウス
としての操作もできるよう、小さな
球体のトラックボールを搭載した指
輪型デバイスも開発した（図3）。

「p
ピ コ リ ン グ

icoRing m
マ ウ ス
ouse」と命名された

この指輪型デバイスにはバッテリー
が搭載されており、低電力通信を実
現したことで、1回のフル充電で1カ
月以上駆動する。高橋さんは「電車
や飛行機の中など、スマートフォン
では画面が小さくて作業できないよ
うな場所でも、ARグラスと指輪型デ
バイスで快適に操作できるようにな
るといいなと思います」と、社会実装
された未来を想像する。

皮膚に貼り体内データを取得
無意識に活用できる未来へ

　こうして培った成果を基に、高橋
さんのさらなる挑戦は続いている。
2025年からJSTのさきがけ研究者
として、激しい動きをしても剝がれ

ないシート状デバイスから人の動き
を測定する「スキンデバイス」の無
線給電・通信の技術開発を目指して
いる。「スポーツ解析など、屋外での
激しい動きの中でも安定して生体
データを取れるようにしたいと考え
ています」と意気込む。人だけでなく
ロボットにも貼り付けて、例えば料
理人の動きを再現する料理ロボット
の動作確認に活用できるかもしれ
ない。
　また、同じく2025年からJSTの
CRONOSでは共同研究者として、
皮膚内部の血流などを画像化する

「スキンイメージャー」というシート
状デバイスにおける大容量データ
通信や給電技術の構築を目指して
いる。血圧など体内のデータを取得
することで、病気の前兆を捉えられ
ると期待されている。「血流を捉える
には皮膚の複数箇所に貼り付け、測
定データを同期させる必要がありま
す」と、今までとは違う難しさを語る。
　無線給電・通信服を中心にさまざ
まなセンサーやデバイスを身に着
けることで、誰もが意識することな
く生体情報を継続的に取得し、活用
できる未来に向けて、高橋さんの研
究開発は続いていく。
（TEXT：島田祥輔、PHOTO：島本絵梨佳）

戦略的創造研究推進事業ACT-X「ユビキタスな面状センサアレイによるIoTシステム構築」

図2 （左）ガリンスタン
と呼ばれるガリウム、イ
ンジウム、スズの共晶
合金で、常温でも液体
の金属。（右）シリコン
チューブに入れて導電
糸を作ることができる。

図3 指輪型デバイスであるpicoRing mouse
は人さし指に装着し、親指でトラックボールを
回したり押し込んだりして操作する。トラック
ボールの情報はリストバンド型デバイスに送ら
れ、ARグラス上のマウスポインターの動作に
反映される。
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出会い、語り、未来をひらく

サイエンスアゴラ2026（9月12日（土）、13日（日））開催予告

　｢サイエンスアゴラ」は、科学技術と社会をつなぐ国内最大級のオープンフォーラムで、
あらゆる立場の人たちが集う広場です。今年も大学や研究機関、企業などから多様な
出展者が集まり、未来のくらしや社会、科学技術の可能性を体感できるプログラムを展開
します。中高生等による出展も充実しており、先端研究機関のブースと近接配置する
ことで、次世代を担う若者と研究者との対話が自然に生まれる場を創出します。また、来場者と出展者、さらに出展者同士
の対話の活性化を後押しする工夫も加え、科学技術と社会のこれからを共に考える機会の提供を目指します。

開催概要

興味でめぐる、5つのジャンル
　来場者が自身の興味に応じてプログラムを選びやすいよう、「未来の技術でくらしが変わる」「地球・環境・未来を守る」
「いのち・からだ・医療のひみつ」「見て・さわって・楽しく学ぶ」「社会とつながる・世界とつながる」の5つのジャンルを設定しま
した。また、サイエンスアゴラ推進委員による、ブースの配置を工夫する「キュレーション」を実施し、多様な分野のつながりを
感じながら回遊できる構成としました。さらに、注目プログラムとして、量子や宇宙などをテーマとする最先端研究から身近
なくらしに関わる内容まで、幅広い企画が選ばれています。

関心が見えると、対話が変わる — 新たな仕掛け「Interest Tag」
　今年の新たな取り組みとして、「I

イ ン タ レ ス ト
nterest T

タ グ
ag」を導入します。来場者にはジャンルを示したシールを身に着けてもらい、

自身の関心領域を可視化します。さらに自由記述のシールも用意し、「環境問題」や「AI」といった関心テーマや、「じっくり
学びたい」「研究の背景や詳細を知りたい」「気軽に概要を知りたい」といった求める情報の深さや見学スタイルを自由に表
現できるようにします。これにより出展者は来場者の関心や状況を踏まえた声がけや説明が可能となり、よりきめ細かな
対話の実現を図ります。

出展者もつながる、交流を生む取り組み
　今年は出展者同士の交流促進にも力を入れます。フロアごとに出展者見学の時間帯を設定し、自ブースを離れて他の
出展を体験できる機会を設けるとともに、出展者交流会では従来のピッチプレゼンに加え、参加者同士の対話を一層促す
仕掛けを取り入れる予定です。分野や立場を超えた交流から新たな気付きや連携が生まれることを期待しています。

実施日時 プログラムタイトル 出展者

9/12（土） 10:00-18:00
9/13（日） 10:00-17:00

ダイヤモンドがセンサーに!？ 量子科学技術研究開発機構
見えない違いを見つける科学 カワノラボ・ニッセンケン
波で物を動かす ： 超音波が拓くインターフェース 筑波大学 デジタルネイチャー開発研究センター
匂いと触覚で感じる、植物の感覚の世界を体験しよう! JST ERATO豊田植物感覚プロジェクト
3Dプリンタで創る自助具と、未来を紡ぐ対話ブース COCRE HUB
気候ストライプで考える私たちの暮らし 気象キャスターネットワーク

実施日時 プログラムタイトル 出展者
9/12（土） 12:00-13:00 画期的！みんなに優しい快適な空旅にするJAXAの提案 宇宙航空研究開発機構
9/13（日） 10:30-12:00 AIでつむぐ、みんなの共創アイデアソン 当事者の声からインクルーシブ社会を目指す団体
9/13（日） 13:00-14:30 宇宙の電波を調べる野辺山宇宙電波観測所 自然科学研究機構 国立天文台 野辺山宇宙電波観測所

日　時 9月12日（土）10:00-18:00、13日（日）10:00-17:00
参加費 無料（一部、材料費など実費がかかるプログラムがあります）

参加方法
ご来場に際し事前登録は不要です。
一部のプログラムは、個別の参加登録や当日配布の整理券が
必要です。

主　催 科学技術振興機構（JST）

■ ブース

■ セッション

サイエンスアゴラ2026推進委員会が選んだ注目プログラム

会　場 テレコムセンタービル他（東京・お台場青海地区）

https://www.jst.go.jp/sis/scienceagora/2026/

最新情報はサイエンスアゴラ
2026特設サイトでご確認ください。
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細胞内の大きな温度変動の仕組みを発見
定説を覆す特異な熱移動様式が存在か

　近年、単一細胞内で、発熱に由来する数℃程度の温度変
動の存在が明らかとなり、生物学・医学で話題になっていま
す。従来は、細胞内で熱は伝導によって素早く拡散して10
万分の1℃程度しか上昇しないと考えられており、実測値と
の著しい差がなぜ発生するのか疑問視されていました。
　東京大学大学院薬学系研究科の岡部弘基特任准教授ら
の研究チームは、微小領域における局所的な温度計測に
用いられる蛍光性ポリマー温度センサーと赤外線レー
ザー照射による温度操作技術を統合し、細胞内の温度分
布を時間分解能9ms（ミリ秒）、空間分解能280nm（ナノ*
メートル）という極めて高い時空間分解能で追跡する新手
法を開発。細胞を数秒間加熱した後の温度変化を解析し
た結果、細胞内で熱が拡散する速度が熱伝導モデルに基
づく計算で得られるμs（マイクロ*秒）より劇的に遅く、数秒
間も維持されることを発見しました。さらに、温度が元に戻
る速度が著しく遅い原因として、細胞核や生体分子が関与
していることと、細胞内の熱移動が熱伝導の基本的性質で
ある拡散性を持たず、その場にとどまりながらゆっくり消
失することを、実験により明らかにしました。

多機能フォトニック結晶の構築法を開発
高度な光機能を持つ次世代材料にも応用可能

　光の波長と同程度の数百nmの周期的なナノ構造を持つ
「フォトニック結晶」は、特定の波長の光を選択的に反射する
ことで「構造色」と呼ばれる色を発現します。厚さがナノメー
トル・スケールの2次元状物質である機能性ナノシートを用
いてフォトニック結晶を構築すれば、さまざまな機能を統合
した多機能フォトニック結晶を開発できる可能性がありま
すが、ナノシートの構造上の課題から、フォトニック結晶を構
築可能なナノシートはこれまで数種類に限られていました。
　信州大学学術研究院繊維学系の佐野航季准教授らの研
究チームは、基盤ナノシートの表面を機能性ナノ粒子で修
飾することで、ナノシートの性質を維持したままフォトニック
結晶を機能化する方法を確立しました。研究チームは、表面
が負に帯電した酸化チタンナノシートに、表面が正に帯電し
た金ナノ粒子、金ナノロッド、蛍光シリカナノ粒子を徐々に添
加し、機能性ハイブリッドナノシートを開発。続いて、得られた
ナノシート間の距離を数百nmに拡大することで、光の吸収・

　この結果は、細胞内において、熱は瞬時に拡散して消失
するという従来の定説を覆し、生体分子の介在による特異
な熱移動様式が存在することを示すものです。今後の生
物学・医学における機能操作技術の開発のほか、生物の高
いエネルギー効率や疾患メカニズムの解明に貢献するこ
とが期待されます。（TEXT：中條将典）

反射・発光という3つの発色原理を統合した多機能フォトニッ
ク結晶を実現しました。さらに、ナノシートを3次元可視化し、
フォトニック結晶の光学機能を動的に制御できることを実証
しました。
　今回の成果は、高度な光機能を示す新規色材・インクや次
世代材料の開発に適用できる可能性があります。無機ナノ
シートの構造と振る舞いを精密解析するための基盤技術と
しても役立ちそうです。（TEXT：中條将典）

戦略的創造研究推進事業CREST
研究領域 「細胞操作」
研究課題 「量子スマートツール：温度シグナリング操作による神経/グリアの機能制御」

研究成果

創発的研究支援事業
研究課題 「二次元物質の一次元自己集積化を基軸とする無機超分子ポリマー」研究成果

金ナノ粒子に由来する赤色や、金ナノロッドに由来する青色、フォトニック
結晶に由来する構造色が融合した独特な色合いを観察できる。

赤外線レーザーで細胞を加熱した際の細胞内の温度分布の時間的変化（上）。熱は伝
導によって瞬時に拡散する（下）のではなく、その場にとどまりながらゆっくり元に戻る。

*ナノは10億分の1、マイクロは100万分の1

-1.37 s 0 s 0.27 s 0.41 s 4.11 s 33 ˚C

22 ˚C

加熱中 熱の緩和（元に戻る過程）
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Q1 研究者を目指したきっかけは?
A1 論文が世界で読まれる達成感
　幼い頃の夢は絵本作家でした。絵を
描くのも本を読むのも好きで、絵本
作家は好きなことが詰まった最強の
仕事だと思ったのです。その後、進学
とともに興味の対象が変化し、大学で
は食品微生物学の研究室に入りました。
　研究者を意識したのは修士1年の
時です。国内で発生したノロウイルス
集団食中毒をきっかけに、「食品製造
現場でノロウイルスはどの程度残り
続けるのか」という疑問を持ち、実験
系を立ててデータを集め論文にまと
めました。初めての論文執筆には苦労
し、先生方に教わりながら何度も書き
直しました。その論文が国際誌に掲載
された時、自分の研究を世界中に読
んでもらえる達成感を得て、研究者と
いう職業を意識するようになりました。
図やデータと文章で論文という作品
を世に出すという点では、絵本作家に
通じるものがあるかもしれません。

Q2 現在取り組んでいる研究は?
A2 未培養ウイルスを再生する技術
　学生時代に食品分野でノロウイル
スを研究して以来、分野を渡りながら
もウイルスを軸に研究してきました。
現在は環境中のウイルスの多様性や、
宿主との関係性について研究してい
ます。ウイルスは、たんぱく質の殻と
核酸というシンプルな構造でありな
がら、海洋では赤潮の終息や炭素循
環といったダイナミックな現象に大き
な影響を及ぼしています。

　例えば海洋では、植物プランクトン
が光合成によって取り込んだ炭素の
一部が海底へ運ばれ、長期間蓄積さ
れます。この仕組みは「生物炭素ポン
プ」と呼ばれ、地球規模の炭素循環を
支えています。近年、その効率にウイ
ルスが関与していることが明らかに
なってきました。
　しかし、海洋ウイルスのほとんどは
培養されておらず、その働きを実験
室で直接調べることは不可能です。
そのため現在は、環境中から得られた
ゲノム情報を基にウイルスの機能を
推定する研究が中心となっています。
　そこで私は、未培養の海洋ウイル
スを培養・再生するための手法開発に
取り組んでいます。効率的な分離培
養法の確立に加え、ウイルス遺伝子
を合成して宿主細胞へ導入し、感染
性粒子として再生する「サルベージ」
技術の開発を進めています。培養・再

生したウイルスをライブラリ化するこ
とで、ウイルスが海洋の炭素循環シス
テムや生態系に果たす役割を実験的
に解明したいと考えています。海洋に
は膨大な未利用ウイルスが存在して
います。これらを培養・再生して機能
を明らかにすることは、生態系の理解
だけでなく、微生物制御技術やバイオ
ものづくりなど、新たな産業利用につ
ながる可能性があります。

Q3 研究者を目指す人にメッセージを
A3 自分の足で1次情報に触れて
　研究で大切にしているのは、興味
を持ったら自ら行動することです。環
境ウイルス研究の道に進んだのも、
博士課程在学時にシンポジウムを聴
講し、講演者の先生に直接話しかけ
に行ったことがきっかけでした。その
出会いが縁となり、後にその先生の
下で研究する機会を得ました。当時
動いていなければ、今とは違う人生
だったと思います。自分の足で1次情
報に触れ、人とのつながりを築くこと
は、今後も大切にしたいです。
　研究は思うようにいかないことの
連続ですが、自分の発見を論文として
世に出せた時の喜びは、何
にも代え難いものです。発
見の面白さが他の研究者
に伝わった時の手応えは、
研究を続ける原動力になっ
ています。（TEXT：畑邊康浩）

vol.166さきがける科学人

海のウイルスを「サルベージ技術」で再生
炭素循環の解明や、水産業への応用も

産業技術総合研究所 バイオものづくり研究
センター 微生物システム創発研究チーム  
主任研究員
神奈川県出身。2019年東京海洋大学大学院
海洋科学技術研究科応用生命科学専攻博士
後期課程修了。博士（海洋科学）。日本学術振
興会特別研究員（PD）、高知大学医学部特任
助教を経て、25年より現職。21～24年
ACT-X研究者、24年よりさきがけ研究者。

数年前からランニ
ングを始めて、フル
マラソンを完走で
きるようになりま
した。

最新号・バックナンバー

細菌に感染するウイルス（ファージ）の感染実験の
様子です。感染した箇所は透明な斑点を形成します。
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高橋 迪子
Takahashi Michiko

戦略的創造研究推進事業さきがけ 「海洋未培養ウイルスのサルベージとそのライブラリ化」
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